
染色体分析の報告書の見方
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＊1 通常の染色体解析には分裂中期の染色体が用いられます。

＊2 羊水を培養すると、胎児由来の細胞１つがかたまり状に増殖し、１つのコロニーを形成します。
分析に用いたコロの数が15の場合、胎児由来の細胞が15個あったと考えられます。

染色体のバンドの解析を行った分裂中期細胞の数

例） 5: 15個のコロニーから得られた5個の分裂中期細胞を分析しました。
Metaphase Analyzed 

染色体の核型を作成した細胞の数

例） 3: 3細胞の核型を作成しました。
そのうち、最も画像が鮮明な標本（染色体写真）を報告しています。

Metaphase Karyotyped

染色体の数をカウントした分裂中期細胞の数*1

例）15: 分裂中期の15細胞の染色体数をカウントしました。
Metaphase Counted 

染色体のバンドの解析を行った分裂中期細胞の数

例） 5: 15個のコロニーから得られた5個の分裂中期細胞を分析しました。
Metaphase Analyzed 

染色体の核型を作成した細胞の数

例） 3: 3細胞の核型を作成しました。
そのうち、最も画像が鮮明な標本（染色体写真）を報告しています。

Metaphase Karyotyped

染色体の数をカウントした分裂中期細胞の数*1

例）15: 分裂中期の15細胞の染色体数をカウントしました。
Metaphase Counted 

培養の数

例） 3: 3つのシャーレを用いて培養を行いました。
Number of Cultures

二次培養の有無

例） N: 検査基準が満たされたため、二次培養は行われませんでした。
Subculture

分析に用いたコロニーの数*2

例） 15: 15コロニーを分析に用いました。
Colonies Counted

培養の数
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Subculture
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例） 15: 15コロニーを分析に用いました。
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解像度

例） 400
Banding Resolution

検査を実施した部署

例） A3
Dept. Section

検査に利用した染色体分染法

例） GTW (Giemsa Trypsin Wright): トリプシン処理後にライト・ギムザ染色し
G-バンドを検出する方法を利用しました。
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